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サポーターからの投稿 

 

情報プラットフォーム構築に関する取り組み 
 

シビル NPO 連携プラットフォーム サポーター 

株式会社エックス都市研究所  土井 麻記子 
 

 

昨年、CNCP アワードに応募して賞をいた

だいたことが切掛けでサポーター登録をさせ

ていただき、今回の執筆機会をいただきました。

アワードへの申請事業名は、「住環境リスク評

価」と「住環境リスク情報プラットフォーム」

の構築、です。事業目的は、地方自治体の化学

物質管理における「住環境リスク評価」と「住

環境リスク情報プラットフォーム」の導入によ

り、地域固有の環境情報を市民向けに提供する

もの。この申請事業のアイデアには前身があり

ます。千葉市沿岸から内陸側 10km 圏内にあ

る我が家で、洗濯物や部屋が黒い砂で汚れるこ

とに対し、その原因を探る研究を自主的に行っ

てきたことを議会にインプットすることがで

きました。これを切掛けに、自治体での環境調

査事業、検討会設置、企業との対話、改善とい

ったプロセスを経て市民対話のコミュニケー

ションの場を形成されました。アワードへの申

請事業の趣旨は、「未知・未規制の物質」を中

心として地域固有の情報をタブー視せずに情

報収集、調査検討を行い、市民生活への参考情

報を提供する仕組みを構築すること。地域の関

係者が信頼をベースに地域課題に取り組むと

いう意思があるなら、未規制物質に対する環境

政策として、これが答えになりうるのでは、と

の考えでの提示です。アワード受賞後、千葉市

の議員殿にご報告しました。その後の進展はい

まのところありませんが、本アイデアの千葉市

民からの、オファーを期待している、といった

ところです。 

さて、アワードの申請提案で「プラットフォ

ーム」を扱いましたが、プラットフォーム構築

に意義は、情報研究と情報活用基盤を整備する

ことにより、計画策定や政策評価におけるエビ

デンスベースの議論が促進される点にあると

思っています。現在、資源循環の分野でもプラ

ットフォームの検討に係っておりますのでご

紹介いたします。それは、計画策定や政策評価

のための情報活用基盤として活用できるよう

にするための「資源循環一体データのプラット

フォーム」です。 

この件等の背景には、日本版資源循環の確立

が急務となっている点が挙げられます。EU に

おけるサーキュラーエコノミーの掲揚や、中国

の大量消費社会をささえる相対的な品質管理

に適応したダイナミックな循環思想をベース

にした資源循環に対応して、製品企画の基準化

の波が押し寄せつつあることが挙げられます。

日本でも、緻密で絶対品質を追求するモノづく

りが根付く日本に合った、資源循環の姿を構築

する意義があるのではと思われます。 

資源循環型社会の構築においては、これまで、

廃棄物処理におけるこれまでの静脈インフラ

構築の設計思想は、大量生産・大量消費・大量

廃棄による負の側面を抱えることを“やむなし”

とするものでした。しかし、今後は静脈インフ

ラ構築後の思想では、構築したインフラを最適

なレベルで活用・維持するために、静脈側の段

階はもとより製造・流通・使用といった動脈側

の段階に対しても、必要な情報を求めていくこ

ととなります。 

ここでのポイントは、「情報が必要」とは言

え、製品情報をすべて開示してもらう必要はな

く、処理・処分側のインフラで処理するために

必要としている情報が得られれば良いという

点です。つまり、必要項目は、下流が必要だと

思う事項を遡上させてデータを貰ってくる、と

いうことです。 
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資源循環実態データのプラットフォームの

イメージを図にしまします。この図は、サプラ

イチェーンの流れとそこで発生する各段階で

のやり取り、それらの DB を集約し、設定した

課題に応じてデータを活用する基盤としてプ

ラトフォームを設置することを表しています。

各段階でやりとりされる施設間の円滑性を左

右する必要項目（キーアイテム）を把握し、集

めることによって、何がキーで施設間連携が円

滑になっているかを把握し、今後強化すべき推

進技術の抽出、計画策定、政策評価に役立てら

れるようになるというものです。 

リサイクル素材の“質”を高めるマネジメン

トを構築し、製品から製品を作り、有用金属は

徹底的に回収し、最終残渣を完全に土木資材化

することで、日本式の徹底的資源循環が作られ

ると思いますが、そのために必要と考えられる

要素を3つ挙げます。一つ目は『情報の研究』、

二つ目は『情報の翻訳』、三つ目は『情報共有

ツールの整備』です。3 要素が揃うことで、情

報源がシステムで活用され、情報源から DB へ

の進化が加速されると考えます。 

本検討は、廃棄物処理・リサイクル IoT 導入

促進協議会の低炭素化ワーキンググループの

活動として展開しており、各種施設間連係実証

等の事例から集めた有用項目を抽象化して、整

理する作業を進める予定です。まだまだイメー

ジにすぎませんので形は変わっていくと思い

ますが、地に足を付けた形で、プラットフォー

ムの概念を明確にできればと思っています。こ

れを通して動・静脈連携による情報活用の円滑

化に役立てるよう、頑張りたいと思います。 

  

図 資源循環実態データプラットフォームのイメージ 


